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３
月
１
１
日
、
今
年
も
あ
の

忌
ま
わ
し
い
日
、
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
日
が
訪
れ
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事

故
か
ら
丸
５
年
。
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
は

未
だ
に
１
７
万
人
、
う
ち
福
島

県
で
は
１
０
万
人
。
支
援
の
打

ち
切
り
が
進
み
、
生
活
も
生
業

に
も
希
望
が
見
え
な
い
多
く

の
被
災
者
の
皆
さ
ん
。
原
発
事

故
は
原
因
す
ら
わ
か
ら
ず
、
汚

染
水
が
毎
日
５
５
０
ト
ン
も

排
出
さ
れ
、
除
染
ゴ
ミ
の
山
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
に
戻

れ
な
い
多
く
の
人
々
―
―
何

も
終
わ
っ
て
い
な
い
、
何
も
解

決
し
て
い
な
い
。 

 

１
３
日
、
岡
山
の
高
梁
市
で

放
射
能
汚
染
か
ら
逃
れ
て
き

た
移
住
者
の
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。
「
夫
は
関
東
の
ア

パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
。
家
族

は
バ
ラ
バ
ラ
。
倒
れ
そ
う
な
気

持
ち
だ
が
、
な
ん
と
か
立
っ
て

い
る
」「『
安
全
だ
か
ら
戻
れ
』

な
ん
て
無
責
任
。
情
報
を
正
確

に
公
開
し
て
ほ
し
い
」
「
母
子

の
移
住
者
は
と
っ
て
も
生
き

づ
ら
い
」
。
涙
な
が
ら
の
身
に

つ
ま
さ
れ
る
お
話
に
私
も
涙
。

若
い
お
母
さ
ん
が
「
原
発
事
故

と
放
射
能
汚
染
と
い
う
現
実

に
向
き
合
い
、
政
治
と
自
分
が

つ
な
が
っ
て
い
る
、
つ
な
が
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
」
と
、
自
ら
の
変

化
を
語
ら
れ
、
ま
た
涙
。 

 

徳
島
の
１
９
２
回
目
の
金

曜
日
行
動
（
１
１
日
）
、
広
島

の
原
発
ゼ
ロ
大
集
会
（
１
２

日
・
写
真
）
に
参
加
。
大
津
地

裁
判
決
も
力
に
、
再
稼
働
絶
対

阻
止
、
廃
炉
と
拳
を
振
り
上
げ

ま
し
た
。 

 

８
日
、
山
原
健
二
郎
・
故
衆

院
議
員
の
１
３
回
目
の
南
炎

忌
。
梶
田
順
子
さ
ん
が
文
人
山

原
の
姿
を
短
歌
と
と
も
に
解

説
。
あ
ら
た
め
て
「
大
き
な
人

だ
」
と
。
い
ま
頃
、
あ
の
世
で

安
倍
の
暴
走
に
烈
火
の
ご
と

く
怒
り
を
爆
発
さ
せ
て
い
る

で
し
ょ
う
。 

 

１
１
日
、
徳
島
の
重
税
反
対

集
会
へ
。
消
費
税
５
％
（
１
４

年
）
時
、
法
人
税
３
９
％
、
１

０
％
（
１
７
年
予
定
）
時
、
２

９
％
台
へ
。
「
消
費
税
増
税
を

裏
か
ら
読
め
ば
法
人
税
減
税

と
書
い
て
あ
る
」
と
怒
り
の
報

告
。
理
不
尽
極
ま
り
な
い
庶
民

増
税
は
お
断
り
。
こ
の
怒
り
が

日
本
列
島
隅
々
に
こ
だ
ま
し

ま
し
た
。 

 

９
日
、
愛
媛
で
青
年
労
働
者

か
ら
聞
き
取
り
調
査
。
「
ど
ん

な
に
残
業
し
て
も
１
日
２
時

間
ま
で
の
残
業
代
、
休
日
出
勤

は
無
給
。
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

っ
て
半
年
で
辞
め
た
」
。
青
年

を
使
い
つ
ぶ
し
に
す
る
社
会
、

会
社
に
未
来
は
な
い
。
青
年
が

声
を
あ
げ
、
青
年
の
力
で
政
治

を
変
え
る
選
挙
へ
。 

（２
０
１
６
年
３
月
２
０
日
付
） 

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
は
１
１
日
、
松
江
市
で
東

日
本
大
震
災
５
周
年
街
頭
演

説
を
行
い
ま
し
た
。
（
写
真
） 

遠
藤
秀
和
党
鳥
取
・
島
根

国
政
対
策
委
員
長
は
「
島
根

原
発
の
再
稼
働
阻
止
へ
と
も

に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

県
議
や
松
江
市
議
団
、
民
青

県
委
員
長
が
参
加
。
後
藤
勝
彦

県
委
員
長
は
、
３
月
９
日
の
高

浜
原
発
の
停
止
を
命
じ
た
大

津
地
裁
決
定
な
ど
を
あ
げ
、

「
国
民
の
世
論
と
運
動
は
間

違
い
な
く
政
治
を
動
か
し
て

い
る
。
日
本
共
産
党
は
原
発
の

な
い
日
本
を
め
ざ
し
て
頑
張

る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

尾
村
利
成
県
議
は
「
『
原
発

ゼ
ロ
の
日
本
を
』
と
声
を
上
げ

て
い
こ
う
。
こ
れ
こ
そ
、
事
故

で
苦
し
む
福
島
県
民
へ
の
連

帯
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

決
意
表
明
で
、
松
江
保
健
生
協

の
戸
田
和
志
さ
ん
は
、
戦
争
法
廃

止
の
２
０
０
０
万
署
名
に
ふ
れ
、

「
税
金
を
戦
争
の
た
め
に
使
う

な
、
命
や
暮
ら
し
の
た
め
に
使
え

を
合
言
葉
に
５
千
人
の
担
い
手

を
つ
く
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
語
り
ま
し
た
。 

松
江
会
場
で
は
集
会
後
、
松
江

税
務
署
ま
で
デ
モ
行
進
し
、
集
団

申
告
し
ま
し
た
。（
写
真
下
） 

日
本
共
産
党
の
遠
藤
秀
和
党

鳥
取
・
島
根
国
政
対
策
委
員
長
、

地
方
議
員
ら
が
松
江
、
出
雲
、
益

田
の
会
場
で
激
励
し
ま
し
た
。 

 

年
金
者
組
合
し
ま
ね
県

本
部
は
１
５
日
、
安
倍
首
相

が
年
金
積
立
金
の
株
式
運

用
次
第
で
年
金
支
給
額
を
減

ら
す
可
能
性
に
言
及
し
た
問

題
（
２
月
の
衆
院
予
算
委
員

会
）
で
、
溝
口
善
兵
衛
知
事

に
対
し
、
運
用
失
敗
の
ツ
ケ

を
国
民
に
ま
わ
す
こ
と
が
な

い
よ
う
首
相
に
求
め
る
要
請

書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

岩
田
憙
昌
執
行
委
員
長
ら

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
遠
藤
秀
和

党
鳥
取
・
島
根
国
政
対
策
委

員
長
、
尾
村
利
成
、
大
国
陽

介
の
両
県
議
が
同
席
し
ま
し

た
。（
写
真
上
） 

 

参
加
者
は
「
年
金
財
源
を

使
っ
て
損
を
し
た
ら
年
金
を

減
ら
す
な
ど
到
底
認
め
ら
れ

同
日
は
、
第
１
６
９
回
金

曜
ト
ー
ク
＆
パ
レ
ー
ド
が
県

庁
前
広
場
で
あ
り
、
遠
藤
氏

な
ど
２
３
人
が
中
国
電
力
島

根
支
社
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。 

高
浜
原
発
停
止
の
大
津
地

裁
決
定
と
弁
護
団
の
声
明
が

読
み
上
げ
ら
れ
る
と
、
参
加
者

か
ら
拍
手
が
起
き
ま
し
た
。 

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
、
入
江
雅

子
さ
ん
は
、
被
爆
者
ら
が
伊
方

原
発
差
し
止
め
を
求
め
て
広

島
地
裁
に
提
訴
し
た
こ
と
を

紹
介
し
、
島
根
原
発
運
転
差
し

止
め
訴
訟
へ
の
傍
聴
も
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

「
３
．
１
３
重
税
反
対
全
国

統
一
行
動
」
が
１
１
日
、
県
内

４
会
場
で
開
催
さ
れ
、
２
６
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

松
江
市
の
県
中
央
集
会
で

は
、
島
商
連
の
諸
遊
克
己
会
長

が
あ
い
さ
つ
。
参
加
し
た
１
２

０
人
が
「
ま
や
か
し
の
軽
減
税

率
を
や
め
、
消
費
税
１
０
％
増

税
中
止
、
５
％
に
戻
す
こ
と
」

な
ど
の
集
会
決
議
を
採
択
し

ま
し
た
。 

な
い
」
「
『
こ
れ
以
上
年
金
が

減
ら
さ
れ
た
ら
生
活
し
て
い

け
な
い
』
と
、
憲
法
２
５
条

の
生
存
権
を
守
る
た
め
、
全

国
各
地
で
裁
判
に
立
ち
上
が

っ
て
い
る
」「
水
道
や
電
気
代

な
ど
を
節
約
し
て
も
生
活
が

ま
ま
な
ら
ず
、
冠
婚
葬
祭
の

付
き
合
い
を
見
直
す
人
も
あ

る
」
な
ど
切
実
な
実
態
を
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
県
と
し

て
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創

設
を
国
に
求
め
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。 

 

吉
川
敏
彦
健
康
福
祉
部
次

長
は
「
将
来
の
年
金
財
源
や

年
金
制
度
へ
の
不
安
は
よ
く

理
解
し
て
い
る
。
知
事
に
要

請
内
容
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

国
に
も
要
望
し
て
い
き
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。 


